
警告：一般的注意事項 

ご自身の身体の安全を守り、お使いの装置と作業環境を保護

するために、以下の安全に関するガイドラ 

インに従ってください。 

 メモ：お使いのコンピュータ、モニタ、および各コンポー

ネント（ストレージ ドライブ、PC 
カード、および周辺機器など）の追加ユーザー情報は、

support.jp.dell.com の「マニュアル」の項で参照すること

ができます。 

 メモ：本項における装置とは、すべてのポータブルデバイ

ス（コンピュータ、ポートリプリケータ、メディアベース、

ドッキングステーション、および類似のデバイス）、デス

クトップコン 

ピュータ、およびモニタを指します。本項を読んだ後で、

お使いの特定の装置に関する安全にお使いいただくため

の注意を必ずご覧ください。 

医療環境での使用に関する重要な注意事項：Dell 製品は医療

機器ではないため、UL 60601 または IEC 60601（あるいはそ

れに相当するもの）の対象ではありません。そのため、Dell の
製品は、患者から約 6 フィート（1.8 m）以内の距離で使用し

たり、患者に直接または間接的に接触しないでください。 

安全について：一般的注意事項  
 

警告：火災を防ぐために、ろうそくまたはそ

の他の火炎を常にこの製品から遠ざけてく

        ださい。 
   

 

 



使用する装置を設定する場合、次の点に注意してください。 

• 装置は、頑丈で平らな場所に置いてください。適切な換気

のために必要な空気の流れを確保するため、コンピュータ

のすべての通気孔のある側面に、少なくとも 10.2 cm の

すきまがあるようにします。空気の流れを妨げると、火災

の原因になったり、コンピュータに損傷を与えたりする恐

れがあります。 

• 装置は積み重ねないでください。また、再循環空気または

余熱空気の影響を受けるほど近くに装置同士を配置しな

いでください。 

 メモ：お使いのコンピュータのマニュアルで重量制限を確

認してから、コンピュータの上にモニタまたはその他のデ

バイスを設置してください。 

• 装置のケーブルの上に物を載せないでください。また人が

踏んだりつまづいたりする恐れのある位置に設置しない

でください。 

• すべてのケーブルが適切なコネクタに接続されているこ

とを確認します。 コネクタの中には似たようなものがあ

り、間違いやすい場合があります（例えば、モデムケーブ

ルをネットワークコネクタに接続しないでください）。 

• 押し入れの中や、ベッド、ソファ、カーペットの上に装置

を置かないでください。 

• 暖房器具や熱源の近くにデバイスを置かないでください。 

• 極端に高温または低温な環境に装置を置かずに、指定され

た動作範囲で使用してください。 

• 装置の通気孔や開口部にいかなる物質も入れないでくだ

さい。 開口部に異物を押し込むと、内部の部品がショー

トして、発火や感電の原因となる場合があります。 



• デバイスの下に紙などを敷かないでください。 また、押

し入れの中や、ベッド、ソファ、カーペット、ラグなどの

柔らかい布の上にデバイスを置かないでください。 

装置を操作する場合、次の点に注意してください。 

• お風呂場や流し、プールの近く、または地下室などのよう

な湿気の多い所で装置を使用しないでください。 

• 雷雨の際は、AC 電源を使用する装置を使用しないでくだ

さい。 バッテリ電源を使用するデバイスは、すべてのケ

ーブルが取り外されていれば使用できます。 

• お使いのデバイスに内蔵またはオプション（PC カード）

のモデムが搭載されている場合は、電話回線を介した落雷

による電撃のわずかな危険も避けるため、激しい雷雨時に

はモデムケーブルを外してください。 

• デバイスにモデムが内蔵されている場合、モデムには、ワ

イヤサイズが 26 AWG（アメリカ針金 

ゲージ）以上で、FCC に適合した RJ-11 モジュラープラ

グの付いているケーブルを使用してください。 

• この製品には、CD-ROM、CDR/W、DVD など内蔵レーザ

ーデバイスを搭載したオプティカルディスクドライブ

（ODD）が含まれる場合があります。レーザー光線の被

爆を避けるため、いかなる状況においても ODD を動作

不能にしたり解体したりしないでください。 

これらの ODD は安全基準に準拠しており、US DHHS 
Standard および IEC/EN60825-1 レーザー安全基準によって 

Class 1 Laser Products（クラス 1 レーザー製品）に分類され

ています。これらの ODD デバイスをユーザーが調整する

ことはありません。また、ユーザーによる保守や交換が可

能な部品は含まれていません。 

  



 メモ：オプティカルストレージデバイスの追加のユー

ザー情報は、support.jp.dell.com の「マニュアル」の項

で参照することができます。 

• 装置の上に食べ物や液体をこぼさないでください。 

• 装置をクリーニングする前に、装置のプラグをコンセント

から抜きます。デバイスのクリーニングには、水で湿らせ

た柔らかい布をお使いください。 液体クリーナーやエア

ゾールクリーナーは使用しないでください。可燃性物質を

含んでいる場合があります。 

• ノートブックコンピュータまたはモニタ画面は、柔らかい

清潔な布と水でクリーニングします。水で布を湿らせ、そ

れでディスプレイの上から下へ一方向に拭いてください。

ディスプレイから湿気を素早く取り除き、乾燥させます。

長時間湿気にさらすとディスプレイを損傷する恐れがあ

ります。ディスプレイをクリーニングするために、市販の

掃除クリーナーを使わないでください。 

 警告：カバー（コンピュータカバー、ベゼル、フィラーブ

ラケット、ドライブベイカバーなど）が 1 つでも取り外

された状態で、装置を操作しないでください。  

• 装置が正常に動作しない場合（特に、装置から異常な音や

臭いがする場合）、直ちに装置のプラグを抜いて、正規の

取扱店またはサービスセンターにご連絡ください。 

安全について：デバイス内部の作業をする場合 

デルのマニュアルまたはデル提供の手順で説明されている場

合を除いて、ご自身で装置の修理を行わないでください。 

また、各種機器の取り付けに関しては、それぞれの手順に必

ず従ってください。 



• 感電を防ぐため、雷雨時にはケーブルの接続や取り外し、

およびお使いの装置のメンテナンスや再設定作業を行わ

ないでください。 

• PC カードは通常の動作でもかなり熱くなることがありま

す。長時間連続して使用した後に PC  
カードを取り出す際は、注意してください。 

 
静電気障害への対処 
 

  警告：このウェブサイトにある「安全にお使いいただく

ための注意」の項を参照し、製品別の安全に関する情報

に従って、製品を主電源から取り外してください。 
 

静電気（ESD）は、お使いのコンピュータ内部の電子部品

を損傷する恐れがあります。特定の状況の下では、

ESD は身体や周辺装置などの物体に蓄積され、お使いの

コンピュータなどの、別の物体に放電されることがありま

す。ESD による損傷を防ぐために、メモリーモジュール

などお使いのコンピュータ内部の電子部品に触れる前には

、身体から静電気を除去してください。 

電子部品に触れる前に、アースされている金属物体（お使

いのコンピュータの I/O パネルの、塗装されていない金属

面など）に触れることにより、ESD による損傷を防ぐこと

ができます。周辺機器（携帯用パーソナルデジタルアシス

タントを含む）をお使いのコンピュータに接続する場合は

、その前に必ず、ご自身と周辺機器の静電気を除去して

ください。また、コンピュータ内部の作業をしている間

は、定期的に I/O コネクタに触れ、身体に蓄積された静電

気を除去します。 

  

http://www.dell.com/content/topics/global.aspx/corp/environment/en/safety_information?c=us&l=en&s=corp&%7Eck=anavml
http://www.dell.com/content/topics/global.aspx/corp/environment/en/safety_information?c=us&l=en&s=corp&%7Eck=anavml


さらに、静電気による損傷を防止するために、以下の手

順を実行することもお勧めします。 

• 静電気に敏感な部品を出荷用梱包から取り出す場合

は、コンピュータに部品を取り付ける用意ができる

までは、その部品を静電気防止梱包材から取り出さ

ないでください。静電気防止パッケージを開梱する

直前に、必ず身体から静電気を除去してください。 

• 静電気に敏感な部品を運ぶ場合は、最初に静電気

防止容器またはパッケージに入れてください。 

• 静電気に敏感な部品の取り扱いは、静電気のない場

所で行います。可能であれば、静電気防止用のフロ

アパッドと作業台パッドを使用してください。 

安全について：電源に関する一般的注意事項 

お使いの装置を電源に接続する場合は、以下のガイドライン

に従ってください。 

• 装置をコンセントに接続する前に定格電圧を調べ、電圧お

よび周波数の必要要件が接続する電源と適合しているこ

とを確認してください。 

• お使いのデバイスには、内蔵電源または外付けのアダプタ

が装備されています。 内蔵電源の場合は、お使いのデバ

イスに以下のいずれかが搭載されています。 

– 自動電圧回路 - 自動電圧回路が搭載されているデバイ

スには、背面パネルに電圧切り替えスイッチが付いて

いません。また、正しい動作電圧が自動的に検出され

ます。 

 または 



– 手動電圧切り替えスイッチ ― 背面パネルに電圧切り

替えスイッチが付いているデバイスでは、正しい動作

電圧を手動で設定しなければなりません。お住まいの

地域の電圧に最も合った設定にスイッチをセットしま

す。 

 メモ：お使いのシステムのスイッチは、ここで表示さ

れているものと異なる場合があり 

ます。 

 

 注意：手動電圧切り替えスイッチが付いているコンピ

ュータへの損傷を防ぐため、スイッチはお使いになる

地域の AC 電源に最も合った電圧に設定してください。 

日本の AC 電源は 100 V ですが、電圧設定スイッチは 115 
Vの位置に設定してください。また、モニタや接続している

デバイスもお使いになる地域の AC 電源で動作することを

定格ラベルで確認してください。 

• 装置の電源ケーブルが損傷した場合は、この電源ケーブル

をコンセントに接続しないでください。 

• 感電の危険を避けるために、装置の電源ケーブルは、正し

い方法でアースされている電源コンセントに接続してく

ださい。装置に三芯電源ケーブルが同梱されている場合は、

アース機能を迂回するアダプタプラグを使用しないでく

ださい。または、プラグやアダプタからアース機能を取り

外してください。 

• ノルウェーおよびスウェーデンで使用する場合、この製品

に三芯電源ケーブルが同梱されている場合は、電源ケーブ

ルをアースが付いているコンセントのみに接続します。 

  



• 拡張電源ケーブルを使用する場合は、拡張電源ケーブルに

接続する装置の定格電流の合計が、拡張ケーブルの許容定

格電流を超えないことを確認してください。 

• 拡張ケーブルや電源ストリップを使用する必要がある場

合は、それらを他の拡張ケーブルや電源ストリップではな

く、壁にあるコンセントに接続するようにしてください。

延長ケーブルや電源ストリップはアース用プラグを使う

よう設計されていなければならず、アースされた壁コンセ

ントに差し込まなければなりません。 

• 複数のコンセントがある電源タップを使用する場合、電源

ケーブルを電源タップへ接続する際は、特に注意してくだ

さい。電源タップの中には、不適切なつなぎ方でも差し込

めるものがあります。不適切なつなぎ方で電源プラグを挿

入すると、感電または発火の危険があるだけでなく、機器

に永続的な損傷を与える恐れがあります。電源プラグのア

ース芯が電源タップのアース接続端子に挿入されている

ことを確認してください。 

• 電気ソケットから装置を外す場合は、ソケットケーブルで

はなくプラグを持ってください。 

お使いの装置が AC アダプタを使用する場合、以下の点に注

意してください。 

• このデバイスでの使用を認められたデル製の AC アダプタ

のみをお使いください。別の AC アダプタを使用すると、

発火または爆発を引き起こすことがあります。 

 メモ：お使いのデバイスでの使用が認められた適切な

アダプタについての詳細は、システムの定格ラベルを

参照してください。 



• AC アダプタをコンピュータの駆動またはバッテリの充電

に使用するときは、机の上や床の上など換気のよい所に 

AC アダプタを置いてください。AC アダプタの冷却を妨げ

るため、紙やその他のアイテムでカバーしないでください。

また、AC アダプタをキャリーケースの中に入れたまま使

用しないでください。 

• AC アダプタは通常のコンピュータの動作中でも熱くなる

ことがあります。AC アダプタの使用中または使用した直

後は、取り扱いにご注意ください。 

• アダプタは、緑色のライトが見えるように、床や机の上に

置くことをお勧めします。これにより、アダプタが外部の

影響により誤って抜けてしまわないよう注意することが

できます。何らかの理由で緑色のライトが消えた場合は、

コンセントから AC 電源コードを 10 秒間外してから、

電源ケーブルを再度接続します。 

• 日本で使用する場合、AC アダプタにはデル製の AC 電源

ケーブルのみをお使いください。他社製の電源ケーブルの

使用は、デバイスまたは AC アダプタに損傷を与えたり、

火災や感電を引き起こしたりする危険があります。 

 警告：AC アダプタを携帯する場合の準備として、次の図

のように、両方のコードをアダプタの周りに同じ方向に巻

き付けます。間違った方向にコードを巻き付けるとコード

に損傷を与える可能性があり、アダプタの保証ではカバー

されません。損傷または過度の消耗があると思われる AC 
アダプタは絶対に使用しないでください。 

  



 

AC プラグアダプタの接続（日本のみ） 

 警告：AC プラグアダプタを使用する場合は、緑色のアー

ス線と電源のリード線が接触しないように注意してくだ

さい。感電、発火またはコンピュータを損傷させる原因と

なります。 

 メモ：日本で利用できる一部のデバイスには、AC プラグ

アダプタが付いていません。 



1 金属製のアースコネクタをコンセントのアース端子に接続

します。 

 

a アース端子を緩めます。 

b 金属製のアースコネクタをアース端子の後ろ側に挿入

し、アース端子を締めます。 

 

2 AC 電源ケーブルをコンセントに接続します。 

安全について：デバイスが濡れた場合 

 警告：本項の手順を開始する前に、本書の安全について：

一般的注意事項」を参照してください。 

 警告：この手順は、必ず安全であることを確認した上で実

行してください。コンピュータがコンセントに接続されて

いる場合、可能であれば回路ブレーカで AC 電源をオフに

してから、電源ケーブルを抜いてください。 濡れたケー

ブルを通電しているコンセントから抜くときは細心の注

意を 払ってください。 

1 AC アダプタをコンセントから取り外し、可能であれば、次

にデバイスから AC アダプタを取り外します。 

  



2 接続されている外付けデバイスの電源を切り、各外付けデ

バイスの電源ケーブルを外した上で、デバイスから取り外

します。 

3 ノートブックの場合、 メインバッテリをバッテリベイから

取り外し、必要に応じて、セカンドバッテリをメディアベ

イから取り外します。 

バッテリを拭いてから、安全な場所に置いて乾燥させます。 

4 Dell サポートにご連絡ください（適切な連絡先情報につい

ては、『ユーザーズガイド』または『オーナーズマニュア

ル』を参照）。 

 メモ：保証情報については、『サービス & サポートのご

案内』を参照してください。 

安全について：コンピュータやモニタを落とし

た場合、または損傷した場合 

 警告：本項の手順を開始する前に、本書の「安全について：

一般的注意事項」および「安全について：電源に関する一

般的注意事項」を参照してください。 

 警告：破損部分から内蔵コンポーネントが見える場合、ま

たは煙や異臭を検知した場合は、コンセントからデバイス

を取り外し、Dell サポートにご連絡ください。適切な連

絡先情報については、『ユーザーズガイド』または『オー

ナーズマニュアル」を参照してください。 

1 開いているファイルを保存して閉じ、実行中のプログラム

をすべて終了してから、コンピュータを 

シャットダウンします。 



2 コンピュータまたはモニタの AC アダプタを電源コンセン

トから外し、次に、可能であればコン 

ピュータまたはモニタから AC アダプタを取り外します。 

3 コンピュータに接続されている外付けデバイスの電源を切

り、各外付けデバイスの電源ケーブルを外した上で、コン

ピュータから取り外します。 

4 バッテリが搭載されている場合はバッテリを取り外し、取

り付け直します。バッテリに電力が供給されていない場合

は、コンセントにデバイスを接続します。 

5 デバイスの電源を入れます。 

デバイスが起動しない、煙や異臭を検知した、または損傷し

たコンポーネントがわからない場合は、デルへお問い合わせ

ください（適切な連絡先情報については、『ユーザーズガイ

ド』または『オーナーズマ 

ニュアル』を参照）。 

 メモ：保証情報については、『サービス & サポートのご

案内』を参照してください。 

警告：テレビチューナーを安全にお使い 

いただくための注意 

 警告：本書に記載されている、コントロール、調整、手順、

接続、または信号様式以外を使用すると、ショック、電気

的障害、または機械的障害が発生する可能性があります。 

ご自身の身体の安全を守り、お使いの装置と作業環境を保護

するために、以下の安全に関するガイドラ 

インに従ってください。 

  



• 説明書を読み、保存しておく –  注意事項および操作手順

をすべて読み、将来のために保存しておきます。 

• 警告に従う –  製品および製品マニュアルにあるすべての

警告に従います。 

• 雷雨時または長期に渡り放置されるか使用されない場合

は、製品への損傷を防止するため（雷および電圧スパイク

が原因で）、コンピュータまたは外付けテレビチューナー

ユニットを電源コンセントから外し、アンテナまたはケー

ブルシステムを取り外します。 

• 感電および火災から引き続き保護するため、このアクセサ

リは、三芯電源ケーブルを備えたコン 

ピュータなどの製品にのみインストールまたは接続して

ください。装置に三芯電源ケーブルが装備されている場合

は、アース機能を迂回するアダプタプラグを使用しないで

ください。または、プラグやアダプタからアース用ピンを

取り外さないでください。プラグを電源コンセントに差し

込むことができない場合は、電気技師に連絡して旧式のコ

ンセントを交換してもらいます。 

• 感電の危険を避けるため、チューナーまたはコンピュータ

が水分またはその他のいかなる液体にも触れることがな

いようにします。 

• 屋外用アンテナシステムは、頭上の電線またはその他の電

灯や電気回路の近く、または電線や電気回路の上に落下す

る恐れのある場所には設置しないでください。 

• 屋外用アンテナシステムをインストールする際は、アンテ

ナシステムが電線または電気回路に接触することがない

よう、細心の注意を払ってください。接触した場合は生命

への危険が伴う場合があります。 



• 屋外用アンテナが製品に接続されている場合は、電圧スパ

イクおよび蓄積された静電気からの保護を確保するため、

アンテナシステムが適切にアースされていることを確認

します。適切な柱および支柱のアース、放電ユニットへの

引込線のアース、アースコンダクタのサイズ、アンテナ放

電ユ 

ニットの設置場所、アース電極の接続、およびアース電極

要件についての情報は、管轄の電気規定を参照してくださ

い。 

– アメリカ合衆国のユーザーおよび設置者 –  適切な柱

および支柱のアース、放電ユニットへの引込線のアー

ス、アースコンダクタのサイズ、アンテナ放電ユニッ

トの設置場所、アース電極の接続、およびアース電極

要件についての情報は、アメリカ合衆国電気規制、

ANSI/NFPA No.70 の規約 810.21 を参照してください。 

– 欧州連合加盟国のユーザーおよび設置者 –  アースコ

ンダクタのサイズ、アンテナ放電ユニットの設置場所、

アース電極の接続、およびアース電極要件を含む、電

源分散システムからの 

アンテナの分離、大気中過電圧保護、アンテナシステ

ムの保護、アンテナシステムのアースおよび固定、お

よび屋外用アンテナの機械的安定性についての情報は、

EN60728-11：2005 を参照してください。 

 警告：ノルウェーのユーザーおよび設置者 –  ケーブル分

配システムの同軸ケーブルの仕切りと 

ローカル装置アース（通常、コンピュータシステムのアー

スされたシャーシ）との電圧差が原因で危険な状況が発生

する場合があります。いかなる危険も避けるために、テレ

ビチューナーカードからケーブル分配システムへのアン

テナおよびケーブル入力接続は、直流電気絶縁体（お使い

  



のコンピュータに同梱されていない場合があります）を通

して行わなければなりません。 

 警告：スウェーデン、フィンランド、およびデンマークの

ユーザーおよび設置者 –  お使いのコンピュータに直流電

気絶縁体が同梱されている場合は、同軸アンテナコネクタ

に直列で使用する必要があります。手順については、『ユ

ーザーズガイド』または『オーナーズマニュアル』を参照

してください。 

 メモ：CATV システム設置者 –  National Electric Code
（NEC）820.93 項、ANSI/NFPA 70:2005（米国/カナダ）、

および EN60728-11:2005 標準（欧州連合）は、適切なア

ースについてのガイドラインを示しており、同軸ケーブル

のシールドは、建物のアースシステムの可能な限りケーブ

ルの入り口近くに接続する必要があると明記しています。 



アンテナのアースの例 

 

1 アンテナ引込み線 2 アンテナ放電ユニッ

ト 

（NEC 810-20 項） 

3 アースコネクタ（NEC 810-21 項） 4 接地クランプ 

5 電極システムをアースする電気

サービス 

（NEC 規約 250.52） 

6 電気サービス装置 

7 接地クランプ   
 

 メモ：NEC は、United States National Electric Code (NEC)、
ANSI/NFPA 70:2005 を指しています。お住まいの地域の設

置要件については、地元の電気工事規定を参照してくだ

さい。 

  



安全について：テレビチューナーのオプション

のカードにおける注意事項 

• テレビチューナーのオプションのカードは、カードケージ

アクセサリをユーザーがインストールできるように詳細

な手順が提供されていて、互換性があり、UL にリストさ

れている（または同等の）パソコンでのみ使用できます。 

• 感電を防止するために、コンピュータが電源に接続されて

いる間は、絶対に分解したり、コン 

ピュータの内部に触れたりしないでください。 

• オプションカードとコンピュータ間が常に密着するよう、

すべてのカード固定ピンを完全に締め 

ます。 

• 感電の危険を避けるため、チューナーまたはコンピュータ

が水分またはその他のいかなる液体にも触れることがな

いようにします。 

安全について：外付けテレビチューナーを安全

にお使いいただくための注意 

• 感電の危険を避けるため、いかなる金属もテレビチューナ

ーの開口部に挿入しないでください。 

• テレビチューナーキャビネットの開口部は、換気用です。

オーバーヒートを避けるため、これらの開口部を防御した

り、塞いだりしないでください。キャビネットの中の換気

を妨害する可能性があるため、テレビチューナーをベッド、

ソファー、絨毯、またはその他の柔軟な表面で使用するこ

とは避けてください。テレビチューナーを本棚またはエン

クロージャに設置する場合は、十分な換気と通気が得られ

ることを確認します。 



• サービスまたは修理作業は、資格のあるサービス技術者が

行う必要があります。不適切な再組み立ては感電の原因と

なります。  

• 感電の危険を避けるため、チューナーまたはコンピュータ

が水分またはその他のいかなる液体にも触れることがな

いようにします。 

警告：ノートブックデバイスを安全にお使い

いただくための注意 

本書の「一般的注意事項」および「電源に関する一般的注意

事項」を参照してください。 

以下のノートブックデバイスを安全にお使いいただくための

ガイドラインを使用して、ご自身の安全を確保し、デバイス（コ

ンピュータ、ポートリプリケータ、メディアベース、ドッキン

グステーション、類似のデバイス）および作業環境を損傷しな

いように保護してください。 

安全について：ノートブックデバイスに関する

一般的注意事項 

• コンピュータの電源が入っている間は、キャリーケースや

閉めたブリーフケースなど空気の流れの悪い環境にコン

ピュータを置かないでください。空気の流れを妨げると、

火災の原因になったり、コンピュータに損傷を与えたりす

る恐れがあります。  

• 長時間使用すると、底面に熱が蓄積される可能性がありま

す（特に AC 電源が入っているとき）。肌に直接触れる状

態で使用すると、不快に感じたり、やけどをしたりする恐

  



れがあります。肌に直接触れる状態で使用すると、不快に

感じたり、やけどをしたりする恐れがあります。 

• メモリおよびモデムアクセスドアを開く前に、電話線を含

めすべてのケーブルを外します。 

安全について：ノートブックデバイスの電源に

関する注意事項 

• このデバイスでの使用を認められたデル製の AC アダプタ

のみをお使いください。別の AC アダプタを使用すると、

安全上の問題の原因となります。AC アダプタの電気定格

については、お使いのユーザーズガイドまたはオーナズマ

ニュアルを参照してください。  

• ノートブックコンピュータのすべての電源からコンピュ

ータを取り外すには、コンピュータの電源を切り、AC ア

ダプタをコンセントから外してから、バッテリベイまたは

モジュールベイに取り付けられているバッテリを取り外

します。 

オートアダプタの電源に関する注意事項 

• Dell オートアダプタは、お使いのノートブックコンピュ

ータを車、ボート、または飛行機の中で電源を供給し、充

電ができるようにします。アダプタはお使いのコンピュー

タを、DC 電源ケーブルで電源に接続します。DC 電源ケ

ーブルは、自動車のシガレットライターまたは帯電型コネ

クタのいずれかに接続します。 オートアダプタを接続し

て使用する前に、『ユーザーズガイド』にある操作手順を

お確かめください。 

• デバイスは、商業用運搬車など高電圧（24 VDC）の車両

では使用しないでください。 



• 自動車用アダプタをコンピュータに接続します。次に、車

のエンジンまたはその他の DC 電源が切れている状態で、

アダプタをシガレットライターまたは DC 電源に接続しま

す。 

安全について：ノートブックデバイスのバッテ

リに関する注意事項 

 警告：互換性のないバッテリを使用すると、火災または爆

発を引き起こす可能性があります。他のコンピュータモデ

ルのバッテリを使用しないでください。お使いのコンピュ

ータに別のコン 

ピュータのバッテリを使用しないでください。 

• 損傷したバッテリを使用すると、けがをする危険性があり

ます。損傷とは、バッテリがへこんだり、穴が開いたりす

るような衝撃やショック、火の中に入れること、その他の

変形などを含みます。 

バッテリを分解しないでください。破損または液漏れして

いるバッテリパックは、十分注意して取り扱ってください。

バッテリが損傷している場合、バッテリセルから電解液が

漏れ、けがをする可能性があります。 

• バッテリはお子様の手の届かないところに保管してくだ

さい。 

• お使いのコンピュータまたはバッテリパックをラジエー

タ、暖炉、ストーブ、電気ヒーターまたはその他の発熱器

具などの熱源にさらしたり（保管または設置）、 温度が 

65 ºC を超えるような場所に置かないでください。過度の

高温になると、バッテリセルが曲がったり、破裂したり、

発火の原因になることがあります。 

  



• バッテリパックを、バッテリ端子をショートさせるような

鍵などの金属物が入ったポケット、ハンドバッグ、または

その他の入れ物に入れないでください。過度の電流フロー

は極度に高温に達する可能性があり、バッテリパックや周

辺の素材に損傷を与え、火傷などのけがをする恐れがあり

ます。 

• 使用済みのバッテリは適切な方法で廃棄します。本書の

「バッテリの廃棄」を参照してください。 

警告：デスクトップコンピュータを安全に 

お使いいただくための注意 

本書の「一般的注意事項」および「電源に関する一般的注意

事項」を参照してください。 

お使いのコンピュータを接続して使用する際は、この手順を

お読みになりそれに従ってください。 

使用する装置を設定する場合、次の点に注意してください。 

• 装置は、頑丈で平らな場所に置いてください。 

• 適切な換気のために必要な空気の流れを確保するため、コ

ンピュータのすべての通気孔のある側面に、少なくとも 

10.2 cm のすきまがあるようにします。空気の流れを妨げ

ると、火災の原因になったり、コンピュータに損傷を与え

たりする恐れがあります。 

安全について：デスクトップコンピュータに関

する電源の注意事項 

お使いの装置を電源に接続する場合は、以下のガイドライン

に従ってください。 



• 装置をコンセントに接続する前に定格電圧を調べ、電圧お

よび周波数の必要要件が接続する電源と適合しているこ

とを確認してください。 

• お使いのデバイスには、内蔵電源または外付けのアダプタ

が装備されています。 内部電源の場合、お使いのデバイ

スには、自動電圧回路または手動電圧切り替えスイッチが

装備されています。 

• 手動電圧切り替えスイッチの適切な設定については、「電

源に関する一般的注意事項」を参照してください。 

安全について：デスクトップコンピュータに関

するクーラントの注意事項 

次の情報は、液体冷却アセンブリが装備されたデスクトップ

コンピュータに適用されます。 

• 液体冷却アセンブリは、ユーザーが修理したりアップグレ

ードしたりできません。すべての必要なサービスは、訓練

を受けたサービス技術者によって行われる必要がありま

す。 

• クーラントが漏れた場合、直ちにお使いのシステムをシャ

ットダウンし、コンセントからシステムのプラグを抜いて、

デルサポートにご連絡ください（適切な連絡先情報につい

ては、ユーザーズガイドまたはオーナーズマニュアルを参

照してください）。クーラントが漏出した場合、速やかに

お使いのコンピュータをシャットダウンし、システムのプ

ラグを電源コンセントから外し、次に Dell テクニカルサ

ポートにご連絡ください。 

  



• クーラントが皮膚に触れた場合は、直ちに石鹸と水で洗っ

てください。皮膚に炎症が表れた場合は、医師の診察を受

けてください。 

• クーラントが目に入った場合は、直ちに目を開けたまま 

15 分以上水で洗い流してください。炎症が続くようであ

れば、医師の診察を受けてください。 

警告：モニタを安全にお使いいただくための

注意 

本書の「一般的注意事項」および「電源に関する注意事項」

を参照してください。 

コンピュータのモニタを接続し使用する際は、この手順をお

読みになりそれに従ってください。 

 警告：本書に記載されている、コントロール、調整、手順

以外を使用すると、ショック、電気的障害、または機械的

障害が発生する可能性があります。 

• モニタが、設置場所で使用する AC 電力で作動すること

を必ず定格ラベルで確認してください。 

 メモ：このモニタには、AC 電圧入力の設定に電圧切り替

えスイッチは必要なく、電圧切り替えスイッチは存在しま

せん。ユーザーズガイドの「電気仕様」に定義された値域

に従って、自動的に AC 入力電圧に対応します。 

• モニタは硬くしっかりした面に設置し、慎重に扱います。

画面はガラスで出来ているため、落としたり激しくぶつか

ると損傷する可能性があります。 



  

• フラットパネルモニタは、室温で保管します。極端な低温

や高温の環境は、画面の液晶に悪影響を及ぼす可能性があ

ります。 

• モニタを激しい振動や強い衝撃を受ける状況に置かない

でください。たとえば、車のトランクにモニタを置かない

でください。 

• 長い期間モニタを使用しない場合は、プラグを抜いてくだ

さい。 

• 感電を防止するため、モニタカバーを開けたり、モニタ内

部に触れたりしないようにします。資格のあるサービス技

術者のみがモニタケースを開けるようにしてください。 


